
BIM / CIM のためのオートデスクソリューション

設計＆設計図書
Autodesk® Revit®

Autodesk® Civil 3D®

より多くの設計案を検討し、実現の可能性、 
パフォーマンスを分析して、より整合性のとれた 
設計図書を作成する

検証＆ビジュアライゼーション
Autodesk® InfraWorks®

Autodesk® 3ds Max®

レンダリングとアニメーションを作成して、 
設計の検証、設計意図の伝達、より説得力のある
プレゼンテーションの作成を行う

維持管理
Autodesk® AutoCAD® Map 3D
Autodesk® InfraWorks®

インテリジェントなインダストリモデルを用いて、 
より信頼性の高い属性情報を維持する

調査、計画
Autodesk® InfraWorks®

CAD データと GIS データを利用、統合して、 
解析およびより多くの情報に基づいた 
意思決定を行う

連携
Autodesk® Navisworks® Manage
AutoCAD モバイルアプリ
複数のデータソースからモデルを統合して、施工手順の
確認と計画を行う。また、クラウドサービスを活用して 
リアルタイムな情報共有を行う

Autodesk® InfraWorks®

現況、計画モデルをプロジェクト関係者間で 
共有し、意思疎通を円滑にする

Autodesk® ReCap™ Pro
点群データを編集・可視化し、 
また写真から 3D モデルを作成

Autodesk Architecture, Engineering & Construction Collection（AEC Collection）は、 
建設業界向けの BIM / CIM のためのオートデスク ソリューションです。
建築、土木、インフラ業界の調査計画から設計、施工、維持管理までライフサイクルに関する 
業務全体を支援します。

含まれるソフトウェアとクラウドサービス

Civil 3D®

InfraWorks®

Revit®

ReCap™ Pro
Navisworks® Manage
AutoCAD®

AutoCAD® Architecture

AutoCAD® Electrical
AutoCAD® Map 3D
AutoCAD® Plant 3D
AutoCAD® Raster Design
AutoCAD® Mechanical
3ds Max®

Vehicle Tracking

Revit® Live（英語）
Dynamo Studio（英語）
Robot™ Structural Analysis 

Professional
Structural Bridge Design（英語）
Advance Steel（英語）
AutoCAD® MEP（英語）

Fabrication CADmep™（英語）
Autodesk Rendering
AutoCAD モバイルアプリ
AutoCAD Web アプリ
FormIT® Pro（英語）
Insight™（英語）
Autodesk Drive（クラウドストレージ）
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AUTODESK® RECAP™ PRO
点群データを編集／可視化するアプリケーション

Autodesk ReCap Pro は、オートデスクの各種製品で点群データを取り扱うための様々な前処理機能を持ち、 
オートデスク製品との親和性を高めたデータを作成するため、設計プロジェクトにおける点群データの取り扱いを 
容易にします。

ハードウェアに依存しない 3D レーザー 
スキャニング 
主要な 3D レーザースキャナーメーカーからの 
テキストベースの形式やフォーマットをサポート 
しています。 

フォトリアリスティックなデータの視覚化
フォトリアリスティックな 3D やパノラマ情報を 
視覚化し、点群情報を用いたビジュアルな検証が
可能です。また、点群に対して距離や角度などの
計測も可能です。

点群の編集とクリーニング
シンプルなツールを使用して点群を整理できます。
必要な点群データだけに絞り込むことで、設計 
情報として利用しやすくかつ軽いデータに編集 
することができます。

また ReCap Pro はこれまでの点群編集ソフト
とは比べ物にならないほど軽快な動作をします。 
サイズの大きな点群データの編集に威力を発揮し
ます。

オートデスク製品へ書き出し
ReCap Pro で編集されたデータは、リアリティ
キャプチャ データのための新しいファイル形式
（.rcp、.rcs）で、各種オートデスク製品に取り
込むことができます。また、.pts、.e57、.pcg へ 
の書き出しにも対応しています。

範囲ボックス
点群表示領域を範囲ボックスで指定することが 
できます。

距離計測
点群データに対して、距離計測や注釈をつける 
ことができます。

点群データ提供：株式会社トプコン様

写真から 3D データを作成
ReCap Pro に同梱の ReCap Photo のクラウ
ドサービスを利用すれば、複数の写真から 3D モ
デルを簡単に作成することができます。ドローン
に搭載したデジタルカメラの写真から現場の点群
モデルを作成することができ、この点群モデルを 
Civil 3D に取り込んで土工管理などに活用するこ
とが可能です。

クラウド 
サービス
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AUTODESK® CIVIL 3D®

土木設計・施工のための 3 次元 CAD

Autodesk Civil 3D は土木 3 次元設計・施工のワークフローをサポートする BIM/CIM 向けのソリューションです。 
Civil 3D を使用することで、設計情報が 3 次元モデルによって一貫性が保たれるため、図面間の不整合を大幅になくすことが 
できるほか、複数案の検討や設計変更にすばやくかつ柔軟に対応することができます。 

測量、地形作成

点群データからサーフェスを作成  
リアリティ キャプチャおよび 3D スキャン ソフト
ウェア Autodesk ReCap で作成された点群ファ
イルから TIN サーフェスを作成することができま
す。また、点群内の特定の領域を選択し、フィル
タリング オプションを使用して、地表と地表外の
ポイントを描画することができます。

効率的な土木設計

変更適用の際に関連した土木設計要素を動的に 
更新するインテリジェントな 3D モデルベースの 
アプリケーションで反復設計を迅速化します。 
道路および高速道路の設計、区画設計等の時間の
かかる作業を効率化します。

コリドー設計
道路および高速道路の設計やその他の交通システ
ム、河川などの土木線形構造物の合理的なモデル
を作成するには、コリドー モデリング機能を使用
します。

Civil 3D オブジェクトから 
ソリッドを作成
Civil 3D TIN サーフェス、パイプ ネットワーク、
圧力管ネットワークから AutoCAD ソリッドを作
成し、他のアプリケーションでビジュアル解析に
使用することができます。

グレーディング
地形モデルは、ブレークライン、コリドー モデル 
およびグレーディング オブジェクトなどの関連 
要素との動的関係を維持します。
• 縦断、横断、コリドーを作成するには、参照と
してサーフェスを使用します。ソース データ
に変更を加えると、自動的に更新されるため、
時間を節約し、ミスを最小限に抑えることがで
きます。

• 強力な法面展開および勾配設定ツールを使用 
すると、様々な勾配を設定したサーフェス  
モデルを作成できます。

• グラフィック形式、表形式で使いやすい Civil 
3D のグレーディング操作ツールを使用して、
サーフェスを作成できます。

• コリドー モデルおよび平面線形や縦断に動的
にリンクする Civil 3D のグレーディング機能
を使用して、設計上の問題を解決することがで
きます。

土木図面とドキュメント作成 

Civil 3D の作図およびドキュメント作成機能で、
3D モデルをドキュメント化します。 3D モデルの
変更が常に図面内に反映されるため、整合性のと
れた図面作成が可能になります。モデルとドキュメ
ントの連携により、生産性を向上し、クオリティの
高いモデルとドキュメント作成を実現します。

CIM 導入ガイドラインへの対応

空中写真測量（無人航空機）を用いた出来形
管理要領（土工編）に準拠したデータ作成
i-Construction の「空中写真測量（無人航空機）
を用いた出来形管理要領（土工編）」に沿った出来
形評価用データ作成および出来形管理資料を作成
することができます。

「CIM 事業における成果品作成の手引き」
上記手順に沿った IFC ファイルを作成することが
できます

「LandXML 1.2 に準拠した 3 次元データ
交換標準（案）」対応モデル作成
Civil 3D に付属の CALS Tools により、国土交
通省国土技術政策総合研究所「LandXML 1.2 に
準拠した 3 次元データ交換標準（案）Ver 1.0 平成 
28 年 3 月」に対応したファイルを出力するための
モデルの作成とモデルから交換標準ファイルを作
成することができます。
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ビジュアライゼーションと解析

空間データ解析
空間データ解析機能を活用して、計画調査に情報
を反映。高度な地理空間機能を使用して、空間ク
エリーを実行したり、主題図を作成することがで
きます。また、緩衝地帯、トレース、オーバーレ
イの解析を実行することもできます。マッピング
機能と解析機能を強化しました。

モデル解析 
すでに構築したモデルを解析することで、ワーク
フローの冗長性を最小限に抑えることができます。
設計を改良しながら、リアルタイムでフィードバッ
クを得ることができます。勾配、標高、等高線解
析を使用して、サーフェス モデルをより深く理解
することができます。施工会社やエンジニアは、
マス カーブ機能と土量機能を使用して、施工中の
材料の移動、量、配置を計画することができます。

土木ソフトウェアのコラボレーション 

Civil 3D を AEC Collection に含まれる他のソ
リューションと併せて使用することにより、効果
的なコラボレーションを実現します。

InfraWorks でコンセプトを構想 
InfraWorks との相互運用性を活用するワークフロー
を使用すると、土木設計プロセスを加速できます。
• 適切な詳細レベルで計画をビジュアルに表現
し、全体像の把握を容易にします。

• 既存環境の情報を利用して、複数の代替案で
プロジェクトの成果を事前に確認し、関係者と
の効果的なコミュニケーションを実現すること
ができます。

Civil 3D、Revit の連携
Civil 3D と建築・構造設計向け Revit を使用し
て、構造設計および土木設計のコラボレーション
の向上を図ることができます。

Civil 3D、Navisworks 連携
Civil 3D と Navisworks を使用すると、より正
確に工程や関係性を予測することができます。

Civil 3D、3ds Max の連携
3D モデリング、アニメーション、レンダリング
には、3ds Max と併せて Civil 3D を使用するこ
とで、プロ品質のビジュアライゼーションを作成
できます。

3ds Max とそれに含まれる Civil View 機能セッ
トにより、土木設計ジオメトリとモデルを写真の
ようにリアルな設計画像に効率的かつ効果的に
変換できます。 Civil View にはシンプルなスタ
イル方式の機能や、パラメトリックで豊富な土木
向けオブジェクトとマテリアルのライブラリが備
わっています。Civil View は、Civil 3D データ
に動的にリンクします。デザインが変更されても、
デザイン ビジュアライゼーションを簡単に更新し
てすぐに次の作業を行うことができます。

IFC の書き出し
Industry Foundation Class（IFC）ファイルの
読み込みと書き出しを行うことができます。

新機能

異なる図面の比較 
図面比較を利用すると、バージョンの異なる図面 
間の形状の違いを可視化、レポートできます。 
非常に便利で強力な機能で、システム変数でその
比較設定をコントロールすることもできます。

共有ビュー
共有ビューを使用すると、モデルまたは設計の視
覚的表現上でオンラインでコラボレーションでき
ます。共有ビューを作成し、関係者に承認を求め
たり担当者がプレゼンテーションで簡単に利用で
きるようにすることができます。この機能により、 
共有ビューのリンクを伝えるだけで、オートデス
ク製品をインストールしていない環境でもその
共有ビューを表示したりコメントすることができ
ます。

車両スイープ パス解析ソフトウェア

Autodesk Vehicle Tracking 
Vehicle Tracking は、車両走行軌跡解析用の
包括的なソリューションです。プランニングと設
計のプロセスを結び付けて、ステアリング機構車
両、ライト レール車両、航空機の動きを正確に予
測して評価し、交差点、ラウンドアバウト交差点、
駐車場のレイアウトをより簡単に作成できます。
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AUTODESK® REVIT®

土木構造物の詳細設計に

Autodesk Revit は建築および構造設計、モデリングのための BIM/CIM 向けのソリューションです。 
橋梁・橋脚や擁壁などの土木構造物のモデリングおよび 3 次元での配筋モデルを作成することができ、
2D 図面の作成や数量算出が可能です。

設計・検討・図面作成

Revit は、土木構造設計の 3D モデル作成に対応
したツールです。Civil 3D との連携機能で線形情
報を利用した橋梁モデリングや設計中の簡易構造
解析などにも対応します。

土木構造物のモデリング
容易な操作で設計者が自由に土木構造物の 3D 
モデリングをすることができます。出来上がった
構造物は InfraWorks に取り込んで、よりビジュ
アルなプロジェクトデータに仕上げることが可能
です。

図面作成
Revit は作ったモデル情報から、平面図・立面
図・断面図等を自動生成します。図面作成の時間
が節約できるため、構造物の設計に時間をかける
ことができます。

IFC 対応
Building Smart Japan が実施した IFC 検定
（土木モデルビュー定義）に入力・出力共に合格し
ています。

コンセプトデザインツール
スケッチや、自由な形状のモデルをより簡単に作
成したり、フォームをインタラクティブに操作した
りすることができます。

3D 配筋モデルと配筋干渉チェック
モデリングした構造物に対して 3D で配筋モデル
を作成することが可能です。モデルから 2D 図面
の作成や集計表の作成も可能です。また、鉄筋同
士及び鉄筋と部材等の干渉を確認することができ
ます。

複数材料のモデリング
構造エンジニアは、コンクリート、鉄鋼、PC 石など 
様々な素材を使います。 Revit はこれら素材を 
サポートし柔軟な設計をサポートします。

Structural Analysis Toolkit  
for Revit
Subscription 契約で利用できる Structural 
Analysis Toolkit for Revit で、クラウドから
静的構造解析を実行できます。同じモデルの異な
る条件を簡単に計算でき、迅速な設計検討が行え
ます。

仮設材の検討
Revit には足場などの仮設材のファミリも含まれ
ており、構造物に合わせて足場の計画も簡単にで
きます。施工手順の検討にも有効です。
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Autodesk Navisworks は、3D モデルの統合とナビゲーション、4D / 5D シミュレーション、フォトリアリスティックな 
ビジュアライゼーションプロジェクトレビューソフトウェアです Navisworks の干渉チェック機能や 4D 工程シミュレーション 
機能により BIM / CIM プロジェクトにおける施工フェーズをサポートします。

AUTODESK® NAVISWORKS®

4D シミュレーションと干渉チェック

3D モデルの統合・検証

干渉チェック   
着工前に潜在的な問題や干渉を予測して対処する
ことにより、コストのかかる遅延や手戻りを最小
限に抑えることができます。
指定されたジオメトリに対して干渉チェックのテス
トを実行し、問題を発見して解決することができ
ます。
レーザー スキャンの現況データを 3D デザインと
比較することが可能です。
作成元の設計アプリケーションの多くで、現在の
干渉を開くことができます。
モデルのジオメトリとの関わりや、他の干渉との
関連性を考慮しながら、干渉を表示できます。
非干渉項目を透過にして、モデル内の干渉を簡単
に特定できます。
モデル内の方向を維持したまま、各干渉結果間を
移動できます。
ハード、クリアランス、重複などの干渉テスト
を行い、複数のコーディネーション シナリオを 
サポートすることができます。
干渉テストを 5D シミュレーションやオブジェクト 
アニメーションにリンクすることで空間と時間を
分析できます。

干渉管理   
干渉の管理と追跡を簡単に行うことができます。
干渉を検出して解決するために、干渉のステータ
スを追跡できます。
干渉結果をグループ化して、複数の結果を 1 つの
問題として対処できます。
グリッドやレベル位置を使用して、干渉をグルー
プ化したりフィルタすることが可能です。
コメントやスクリーンショットなどの干渉テスト
の結果をレポートとして書き出し、プロジェクト 
チームに問題点を伝えることができます。
XML 読み込み/書き出しを使用し、干渉のシナリ
オを他の Navisworks Manage ユーザーと共
有して、同様のプロジェクトで再利用することが
可能です。

5D シミュレーション   
時刻と日付にモデルジオメトリをリンクさせ建設
または解体のシーケンスをつくることによってコ
ストと時間軸を含めたシミュレーションをすること
ができます

数量拾い   
集約したモデルから数量拾いができます。

朱書きツール   
朱書きツールで、意図をよりわかりやすく正確に
伝達できます。

サポートする CAD ファイルフォーマット例
Format Extension

Navisworks .nwd .nwf .nwc

AutoCAD .dwg, .dxf

MicroStation (SE, J, V8 & 
XM）

.dgn .prp .prw

3D Studio .3ds .prj

ACIS SAT .sat

Catia .model .session .exp .dlv3 
.CATPart .CATProduct .cgr

CIS\2 .stp

DWF/DWFx .dwf .dwfx .w2d

FBX .fbx

IFC .ifc

IGES .igs .iges

Pro/ENGINEER .prt .asm .g .neu

Inventor .ipt .iam .ipj

Informatix MicroGDS .man .cv7

JT Open .jt

PDS Design Review .dri

Parasolids .x_b

RVM .rvm

Revit .rvt .rfa .rte

SketchUp .skp

Solidworks .prt .sldprt .asm .sldasm

STEP .stp .step

STL .stl

VRML .wrl .wrz

NX .prt

adobePDF .pdf

ReCap .rcs .rcp

Rhino .3dm

Riegle .3dd

Z+F .zfc .zfs

ASCII Laser .asc .txt

Faro .fls .fws .iQscan .iQmod .iQwsp

Leica .pts .ptx
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AUTODESK® INFRAWORKS®

現況 3D モデル作成から事業計画～予備設計を迅速に
技術提案～施工計画を迅速に

Autodesk InfraWorks は建設プロジェクトにおける技術者および都市計画の専門家によるプロジェクト案の作成、評価、 
プレゼンテーションを支援するコンセプトデザインツールです。豊富なビジュアル情報でプロジェクト案をプレゼンテーションし、
関係者の迅速な合意形成を促します。

土木計画用のモデル作成

現況 3D モデルの作成
Civil 3D で測量データ、国土地理院のメッシュ標
高データ、点群データなどを用いて作成した現況
地形 3D モデルを取り込み、InfraWorks で航空
写真や衛星写真などのテクスチャを設定し、基盤
地図情報などから建物の外周線情報、道路網デー
タを取り込むことで、リアルな現況 3D モデルを作
成することができます。

様々なデータを読み込み、モデルに利用
既存の 2D CAD、3D モデル、GIS、CityGML、 
ラスター データ、点群など複数のファイル形式 
からデータを組み込むことができます。
ファイルベースまたはデータベースのソースから
データを読み込み、複数のソースから基本モデル
を作成します。

点群データ処理機能
点群の間引きによる最適化、樹木や標識などを判
別して InfraWorks のオブジェクトに自動的に 

置き換えることができ、また、地表面の抽出・作成 
機能により、ReCap Pro で取り込んだ点群データ
を InfraWorks で読み込み、地形サーフェスを 
作成して Civil 3D で利用することができます。

モデルビルダー　 
自動化されたデータ読み込みとモデル作成
クラウドに収集、集積されたデータを使って、 
モデルをすばやく作成することができます。世界
中の建物、道路、鉄道、水に関するフィーチャを
含む OpenStreetMap からのベクトル データを 
使用することができます。

地層などの複数サーフェスのサポート
個別の地形サーフェスや複数のタイプのサブサー
フェス画層（岩や下層土など）を作成して、設計の
ベースとして表現、確認ができます。

Autodesk Connector for ArcGIS
プロジェクト コンテキストを向上させ、より優れ
た設計を可能にします。 InfraWorks モデルに 
ArcGIS コンテンツを追加し、カスタムのスタイ

ル形式を作成して、フィールド アプリケーション
を使用できます。

土木設計

設計モデルの複数提案機能
現況 3D モデルに、InfraWorks の提案機能を利
用し、複数の交差点改良案などを作成、検討する
ことができます。簡単な操作で 3D のコンセプト
モデルを作成、見える化することにより、関係者
間の意思疎通を高め、プロジェクトの設計効率化
を図ることができます。

Civil 3D との連携
InfraWorks で検討したプロジェクトモデルを
Civil 3D に取り込み、平面線形、縦断図などの 
2 次元の図面化および詳細のパラメータの設定を
行うことができます。また、計画形状の 3 次元モ
デル作成と土量算出、工事に必要なデータの取り
出しなどを行うことができます。
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モデル解析

影と光の解析 
場所と年月日と時間を指定してリアルタイムの昼
光解析を実行し、プロジェクト提案に影がどのよ
うに影響を与えるかを予測することができます。

ダイナミック 3D アノテーション

道路距離情報や線形諸元などをダイナミック 3D 
アノテーション機能で表現することができます。
この機能では視点位置によって各種情報の表示位
置や向きが自動的に変更されます。また、等高線
アノテーション表示機能により、より詳細な情報
を 3D モデルから読み取ることができます。

3D モデル共有

InfraWorks の共有ビュー機能により、3D モ
デルを簡単にクラウド上にパブリッシュして関係
者間でモデルを確認することができます。パブ
リッシュした共有ビューのリンクを伝えるだけで、
InfraWorks をインストールしていない環境でも  
3D モデルを表示することができます。また、
BIM 360 Docs との統合によりモデルをプロジェ
クトレベルで管理、共有することができます。

現況に合わせた道路設計

InfraWorks を使用することで、高速道路設計の
専門技術者は、豊富なデータを含むモデルを作成
し、その場面に応じて道路を設計することができ
ます。強力なルールベースのツールと解析機能に
より、交差点設計などの道路ジオメトリのレイア
ウト作業を効率化し、予備設計の段階で潜在的な 
影響を明らかにすることができます。

道路および高速道路の専用ツール
設計基準による制約に従った接線、曲線、クロソ
イドを使用して道路設計ができます。専用ツール
には次のものが含まれます。
• 道路区間のスタイル ゾーン
• 固定勾配のグレーディング
• 固定幅のパラメトリック グレーディング

現況モデルで道路設計
現況地形を視覚的に把握しながら道路の設計が可
能になります。緩和曲線などを数字で設定しなが
ら理想的な配置を検討できるため、Civil 3D との
親和性が一層高まり、ビジュアルな環境で設計業
務を進めることが可能になります。

ルールに基づく交差点設計
パラメトリック コントロールを組み込み、開発の
標準規制に対応した、設計検証ルールを提供する
特定分野専用のオーサリング ツールを使用するこ
とで、豊富なデータを含むモデルを使って、交差
点ジオメトリのレイアウトを効率化できます。

ルールに基づく出入口ランプ
設計標準と、交差する道路の通行方向に合わせて
設定できるルールを使い、途切れのない交通の流
れで交差点のモデルを作成できます。必要に応じ
て道路のランプを手動で変更できます。

橋梁設計

対象となる用地周辺の情報を利用して、データ豊富
な土木構造物のモデルを作成し、実物のようにビ
ジュアライズすることにより、橋梁設計の様々なオ
プションを事前に効果的に検討することができます。

InfraWorks は、橋桁・橋梁設計コンセプト配置
の単純化と効率化による重点的な取り組みを進め、
データと情報の一貫性を保つことができます。

包括的なプレキャスト梁のカタログを利用
包括的なプレキャスト梁のカタログにより、対象
地域の建設慣例を反映した広範なプレキャスト  
コンクリート設計コンセプトを検討できます。

データの一貫性を改善
道路エンジニアと橋梁エンジニアの間で一貫した
データと現況を管理することで、橋梁設計のワー
クフローを改善します。設計プロセスの早い段階
での意思決定ができます。

少ない時間でより多くの設計案を評価
橋桁の配置作業を単純化、効率化し、パラメト
リック ワークフローを使用して代替ソリューショ
ンをより迅速に調査できます。

排水設計および解析

InfraWorks を使用することで、土木エンジニア
は排水設計および解析をすばやく実行することがで
きます。 InfraWorks で作成された豊富なデータ
を使った精細なモデル、組み込まれた設計規準、クラ
ウド コンピューティングを活用し、設計プロセスの自
動化、精度の向上を図り、道路設計に与える排水の
影響を短い時間で把握することができます。

流域解析クラウド サービス
広範なサーフェスに流域や水流を描きます。交差
排水路の設計で使用するために、地形を調べて流
域を確認したり、最大流量を計算します。



特長
BIM 360 は、施工のプロフェッショナル向けクラウド プラットフォームです。オフィスからでも施工現場からでも場所に関係なく、
チーム全体が連携できるので、プロジェクトの進行を高速化し、結果の予測精度を向上できます。

ドキュメント管理
権限レベルを設定して、適切な人に適切な情報を

提供できます。

2D および 3D ワークフローのサポート
2D 図面と 3D モデルを閲覧、パブリッシュしたり、
マークアップを追加できます。

マークアップの作成
2D および 3D マークアップを作成、共有し、
連携して施工性を検証できます。

モバイル アクセス
iOS や Android のモバイル デバイスでアクセス
できるうえ、オフラインの同期機能も使用できます。

クラウドベースの

設計図書管理
建設プロジェクト チームが適切なタイミングで
正しい情報を入手できると、作業効率が
向上します。

BIM 360 Docs なら、すべての設計図書、 
プロジェクト ドキュメントおよびモデルの 
パブリッシュ、管理、レビュー、承認が 
いつでも、どこでも可能です。

建設プロジェクトで特に時間と手間がかかる作業が、複数関係者による図面の確認と修正。図面を確認するためにわざわざ「道具」のある

場所へ移動したり、プロッタで出力されるのを長時間待ったり。また、変更や修正のやり取りを繰り返すうちに、最新の図面がわからなくなり、

手戻りになることも…。BIM 360 Docsを利用すれば、BIMモデルに含まれる 2D/3D データをクラウドで管理し、いつでもどこでも関係
者全員が最新のデータにアクセスして確認、朱書き、編集などを行うことができます。

BIM 360 Docsで、今ある時間と作業のムダを削減

□  3Dモデルが確認できる場所に移動したり、DWGデータをタブレッ
トで確認してもらうのためわざわざ PDFに変換したり…

□ 変更、修正により最新バージョンが不明に ...
□ 打ち合わせのタイミングがなかなか合わず、手配が翌日に順延 ...
□  技術者が介護や育児を理由に退職したり、突然の自然災害などで 
業務が滞る ...

□  クラウド上でデータを共有できるため、ソフトウェアがある場所へ
の移動や PDF化などのデータ変換は不要！

□ あらゆるファイル形式を履歴管理し、常に最新バージョンが明確！
□ 図面の確認・承認はクラウド上で各自の都合の良いときに！
□  時間や場所を選ばずに作業できるため、在宅勤務などの選択肢が
増え、業務続行が可能！

［ BIM 360 Docsを利用したワークフロー例 ］

現状の問題点 BIM 360 Docsで改善

CADでデータを作成し、
クラウドにアップロード

朱書きを確認し、CADで修正

施工現場

関係者

設計者

関係者

履歴管理で常に最新バージョンを把握。指名して回答を要求できる

1

3

図面を確認・朱書きして保存2

図面を確認・朱書きして保存2

図面を確認・朱書きして保存2

図面のパブリッシュ
設計ファイルからドキュメント セットを抽出し、
OCR 機能で図面枠からデータを自動で読み取ります。

バージョン管理
変更の前後をすばやく比較して確認できます。

（別売）
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CIM導入ガイドライン クイックリファレンス

CIM 対象となる工種および  
CIM モデルの定義
作成すべき CIM モデルと対応するオートデスク製品

共 通 編第1編
国土交通省　CIM 導入ガイドライン

構成 適用

第 1 編 共通編
第 1 章 総則

公共事業の各段階（調査・設計、施工、維持管理）に CIM を導入する際に共通で適用する。第 2 章 測量
第 3 章 地質・土質

第 2 編 土工編 道路土工及び河川土工・海岸土工・砂防土工・舗装工・付帯道路工を対象に、測量段階で UAV 等を用いた公共測量を行うこと、設計段階
（土工・舗装工の 3 次元設計）で 3 次元データを作成すること、更には施工段階で 3 次元データを ICT 活用工事に活用する際に適用する。 

第 3 編 河川編 河川堤防及び構造物（樋門、樋管等）を対象に CIM の考え方を用いて調査・設計段階で CIM モデルを作成すること、作成された堤防・
構造物モデルを施工時に活用すること、更には調査・設計・施工の堤防・構造物モデルを維持管理に活用する際に適用する。

第 4 編 ダム編 ロックフィルダム、重力式コンクリートダムを対象に CIM の考え方を用いて調査・設計段階で CIM モデルを作成すること、作成された 
CIM モデルを施工時に活用すること、更には調査・設計・施工の CIM モデルを維持管理に活用する際に適用する。

第 5 編 橋梁編 橋梁の上部工（鋼橋、PC 橋）、下部工（RC下部工（橋台、橋脚））を対象に CIM の考え方を用いて調査・設計段階で CIM モデルを作成す
ること、作成された CIM モデルを施工時に活用すること、更には調査・設計・施工の CIM モデルを維持管理に活用する際に適用する。 

第 6 編 トンネル編 山岳トンネル構造物を対象に CIM の考え方を用いて調査・設計段階で CIM モデルを作成すること、作成された CIM モデルを施工時
に活用すること、更には調査・設計・施工の CIM モデルを維持管理に活用する際に適用する。 

第 7 編 機械設備編(素案) 機械設備を対象に CIM の考え方を用いて設計段階で CIM モデルを作成すること、作成された CIM モデルを施工時に活用すること、
更には設計・施工の CIM モデルを維持管理に活用する際に適用する。

第 8 編 下水道編 下水道施設のポンプ場、終末処理場を対象に、BIM/CIM の考 え方を用いて設計段階で BIM/CIM モデルを作成すること、作成された 
BIM/CIM モデルを施工時に活用すること、更には設計・施工の BIM/CIM モデルを維持管理、改築計画へ活用する際に適用する。 

第 9 編 地すべり編 地すべり機構解析や地すべり防止施設を対象に CIM の考え方 を用いて調査・設計段階で CIM モデルを作成すること、作成された CIM モ
デルを施工時に活用すること、更に調査・設計・施 工の CIM モデルを地すべり防止施設の効果評価・維持管理に活用する際に適用する。

CIM 導入ガイドラインで作成すべきモデルと対応するオートデスク製品

CIM モデルの種類 CIM モデルのイメージ 対応オートデスク製品 

（1）線形モデル
（1）線形モデル 

（2）土工形状モデル

（2）土工形状モデル 

（3）地形モデル

（3）地形モデル 

（4）構造物モデル

（4）構造物モデル 

（5）地質・土質モデル
（5）地質・土質モデル 

ボーリングモデル テクスチャモデル 準三次元断面図

（6）広域地形モデル

（6）広域地形モデル 

（7）統合モデル

（7）統合モデル 
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面
図
や
オ
ル
ソ
画
像
を

 
貼
り
付
け
て
作
成

【
サ
ー
フ
ェ
ス
モ
デ
ル
】

•  地
層
境
界
面
の
サ
ー
フ
ェ
ス
を
作
成

【
ボ
ク
セ
ル
モ
デ
ル
】

•  立
方
体（
空
間
格
子
）の
集
合
体
と

 
し
て
作
成

【
柱
状
体
モ
デ
ル
】

•  ボ
ー
リ
ン
グ
モ
デ
ル
を
メ
ッ
シ
ュ
に

 
拡
張
し
て
作
成

【
パ
ネ
ル
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
】

•  複
数
の
断
面
線
で
切
り
出
し
た

 
断
面
図
パ
ネ
ル
を
作
成

C
IM
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 ク
イ
ッ
ク
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
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S
T
E
P
 3
：
堤
防
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 3
 編

 3
.3

 参
照

S
T
E
P
 5
：
統
合
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 3
 編

 3
.3

 参
照

▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

【
地
形
モ
デ
ル

 ･ 
土
質
モ
デ
ル

 ･ 
堤
防
モ
デ
ル

 ･
構
造
物
モ
デ
ル
】

【
 出
力
】

地
形
は

 L
an

dX
M

L 
1.2
、
構
造
物
は

IF
C 

2x
3 形
式

※
  La

nd
XM

L 
1.2

 に
準
じ
た

 3
 次
元
設
計
デ
ー
タ

 
交
換
標
準
の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）参
照

【
堤
防
法
線
】

【
堤
防
断
面
】

 ▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

2 次
元
平
面
図
･縦
断
図
･横
断
図

【
計
画
堤
防
】

 ▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

2 次
元
平
面
図
･縦
断
図
･横
断
図

•  サ
ー
フ
ェ
ス

 o
r ソ
リ
ッ
ド
で

 
作
成
（
ス
ケ
ル
ト
ン
モ
デ
ル
も
可
）

【
護
岸
工
、
付
帯
工（
坂
路
、
堤
脚
水
路
等
）】

• 坂
路
：
サ
ー
フ
ェ
ス
で
作
成

• 堤
脚
水
路
：
ソ
リ
ッ
ド
で
作
成

※
  河
川
土
工
に
つ
い
て
は

 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 2 
編

 3
.3

 参
照

S
T
E
P
 4
：
構
造
物
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 3
 編

 3
.3

 参
照

【
 属
性
情
報
の
付
与
】 

※
  ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 3
 編

 1
.4

 参
照

設
計
段
階
で
計
画
さ
れ
た
物
性
情
報
、
施
工
段
階
で
管
理
さ
れ
る
材
料
情
報
、
維
持
管
理
段
階
で
の
活
用
情
報

 等

【
 LO

D：
モ
デ
ル
の
詳
細
度
】

10
0：
単
純
形
状
で
位
置
を
示
し
た
モ
デ
ル

20
0：
法
線
形
と
基
本
断
面
形
状
で
作
成
し
た
モ
デ
ル

30
0：

LO
D

20
0に
加
え
、
堤
防
法
面
や
坂
路
な
ど
を
モ
デ
ル
化

40
0：

LO
D3

00
に
加
え
、
小
構
造
物
も
含
む
全
て
を
モ
デ
ル
化

50
0：
対
象
の
現
実
の
形
状
を
正
確
に
表
現
し
た
モ
デ
ル

【
 樋
門
、
樋
管
、
堰
、
水
門
等
】

 ▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

2 次
元
平
面
図
･縦
断
図
･横
断
図

• L
O

D：
10

0～
30

0 
推
奨

• ソ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
で
作
成

河
川
編
に
お
け
る

 C
IM

 モ
デ
ル
の
作
成
対
象

現
況
地
形
、
堤
防
断
面
、
護
岸
、
河
川
構
造
物

河
川
編

第
3編

河
川
統
合
モ
デ
ル
の
作
成
フ
ロ
ー

S
T
E
P
 1
：
地
形
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 3
 編

 1
.3

 参
照

【
地
形
サ
ー
フ
ェ
ス
モ
デ
ル
】

• 測
地
座
標
系
：
世
界
測
地
系
（
測
地
成
果

 2
01

1）
• 投
影
座
標
系
：
平
面
直
角
座
標
系

地
形
は

 T
IN

 サ
ー
フ
ェ
ス
で
作
成

▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

【
国
土
基
盤
地
図
情
報
】

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
提
供

• 1
0 

m
 メ
ッ
シ
ュ（
標
高
）←
概
略
設
計

• 5
 m

 メ
ッ
シ
ュ（
標
高
）←
予
備
設
計

【
 U

AV
 等
を
用
い
た
公
共
測
量
に
よ
る

 
地
形
デ
ー
タ
】

• 河
川

 L
P 
デ
ー
タ

 等
※

  写
真
測
量
･レ
ー
ザ
測
量
の
詳
細
は

 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 1 編
 2

.2
 参
照

S
T
E
P
 2
：
土
質
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 3
 編

 2
.3

 参
照

▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

【
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
】

•  地
質
ボ
ー
リ
ン
グ

 
柱
状
図

【
 地
質

 2 
次
元
図
面
】

• 地
質
平
面
図

• 地
質
縦
断
図

• 地
質
横
断
図

【
ボ
ー
リ
ン
グ
モ
デ
ル
】

•  ボ
ー
リ
ン
グ

 
柱
状
図
か
ら

 
層
序
等
を

 
抽
出
し
て
作
成

【
準

 3
 次
元
断
面
図
】

•  地
質
断
面
図
等
を

基
に
し
て
、  

必
要
な

 3
 次
元

 
空
間
情
報
を

 
付
加
し
て
作
成

【
テ
ク
ス
チ
ャ
モ
デ
ル
】

•  地
質
平
面
図
や
オ
ル
ソ
画
像
を

 
貼
り
付
け
て
作
成

【
サ
ー
フ
ェ
ス
モ
デ
ル
】

•  地
層
境
界
面
の
サ
ー
フ
ェ
ス
を
作
成

【
ボ
ク
セ
ル
モ
デ
ル
】

•  立
方
体（
空
間
格
子
）の
集
合
体
と

 
し
て
作
成

【
柱
状
体
モ
デ
ル
】

•  ボ
ー
リ
ン
グ
モ
デ
ル
を
メ
ッ
シ
ュ
に

 
拡
張
し
て
作
成

【
パ
ネ
ル
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
】

•  複
数
の
断
面
線
で
切
り
出
し
た

 
断
面
図
パ
ネ
ル
を
作
成

C
IM
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 ク
イ
ッ
ク
リ
フ
ァ
レ
ン
ス
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S
T
E
P
 3
：
構
造
物
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 4
 編

 3
.3

 参
照

【
ダ
ム（
本
体
工
）】

重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ
ム

 o
r ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム

 ▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

2 次
元
平
面
図
･縦
断
図
･横
断
図

• L
O

D：
20

0～
30

0推
奨

• ソ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
で
作
成
（
数
量
算
出
の
た
め
）

【
そ
の
他
構
造
物
等
】

 ▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

2 次
元
平
面
図
･縦
断
図
･横
断
図

• L
O

D：
10

0～
20

0推
奨

• ソ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
で
作
成

【
ゲ
ー
ト
設
備
、
取
水
放
流
設
備
】

• サ
ー
フ
ェ
ス
で
の
作
成
も
可

【
洪
水
吐
き
】

• サ
ー
フ
ェ
ス
で
の
作
成
も
可

【
計
測
設
備
】

• 位
置
が
分
か
る
程
度
で
作
成

【
配
筋
】

• 基
本
的
に
作
成
不
要

S
T
E
P
 4
：
統
合
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 4
 編

 3
.3

 参
照

▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

【
地
形
モ
デ
ル

 ･
 土
質
モ
デ
ル

 ･
 構
造
物
モ
デ
ル
】

【
 属
性
情
報
の
付
与
】

施
工
管
理
情
報
、
完
成
時
情
報
、
試
験
湛
水
時
情
報

 等
※

  ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 4
 編

 1
.4

 参
照

【
 出
力
】

地
形
は

 L
an

dX
M

L 
1.2
、
構
造
物
は

 IF
C 

2x
3 
形
式

※
  La

nd
XM

L 
1.2

 に
準
じ
た

 3
 次
元
設
計
デ
ー
タ
交
換

 
標
準
の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）参
照

【
 LO

D：
モ
デ
ル
の
詳
細
度
】

10
0：
単
純
形
状
で
位
置
を
示
し
た
モ
デ
ル

20
0：

 堤
体
の
基
本
形
状
や
設
備
位
置
が
確
認
で
き
る

 
モ
デ
ル

30
0：

 主
構
造
の
形
状
が
正
確
な
モ
デ
ル

 
（
計
算
結
果
を
基
に
堤
体
の
正
確
な
寸
法
を
モ
デ
ル
化
）

40
0：

LO
D3

00
に
加
え
、
配
筋
や
付
帯
施
設
を
モ
デ
ル
化

50
0：
対
象
の
現
実
の
形
状
を
正
確
に
表
現
し
た
モ
デ
ル

C
IM
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 ク
イ
ッ
ク
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

ダ
ム
編
に
お
け
る

 C
IM

 モ
デ
ル
の
作
成
対
象

現
況
地
形
、
ダ
ム
本
体
工（
土
工
含
む
）、
洪
水
吐
口
、 

基
礎
処
理
工
、
地
質
構
造
、
転
流
工
・
そ
の
他
構
造
物

ダ
ム
編

第
4編

ダ
ム
統
合
モ
デ
ル
の
作
成
フ
ロ
ー

S
T
E
P
 1
：
地
形
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 4
 編

 1
.3

 参
照

【
地
形
サ
ー
フ
ェ
ス
モ
デ
ル
】

• 測
地
座
標
系
：
世
界
測
地
系
（
測
地
成
果

 2
01

1）
• 投
影
座
標
系
：
平
面
直
角
座
標
系

地
形
は

 T
IN

 サ
ー
フ
ェ
ス
で
作
成

▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

【
国
土
基
盤
地
図
情
報
】

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
提
供

• 1
0 

m
 メ
ッ
シ
ュ（
標
高
）←
計
画
段
階

• 5
 m

 メ
ッ
シ
ュ（
標
高
）←
実
施
設
計

【
 U

AV
 等
を
用
い
た
公
共
測
量
に
よ
る

 
地
形
デ
ー
タ
】

※
  写
真
測
量
･レ
ー
ザ
測
量
の
詳
細
は

 
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 1 編
 2

.2
 参
照

•  モ
デ
ル
化
の
範
囲
や
詳
細
度
は
、
デ
ー
タ

 
量
や
ソ
フ
ト
の
操
作
性
を
考
慮
し
て
検
討

S
T
E
P
 2
：
土
質
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 4
 編

 2
.3

 参
照

▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

【
ボ
ー
リ
ン
グ
デ
ー
タ
】

•  地
質
ボ
ー
リ
ン
グ

 
柱
状
図

【
 地
質

 2 
次
元
図
面
】

• 地
質
平
面
図

• 地
質
縦
断
図

• 地
質
横
断
図

• ル
ジ
オ
ン
マ
ッ
プ

【
ボ
ー
リ
ン
グ
モ
デ
ル
】

•  ボ
ー
リ
ン
グ

 
柱
状
図
か
ら

 
層
序
等
を

 
抽
出
し
て
作
成

【
準

 3
 次
元
断
面
図
】

•  地
質
断
面
図
等
を

基
に
し
て
、  

必
要
な

 3
 次
元

 
空
間
情
報
を

 
付
加
し
て
作
成

【
テ
ク
ス
チ
ャ
モ
デ
ル
】

•  地
質
平
面
図
や
オ
ル
ソ
画
像
を

 
貼
り
付
け
て
作
成

【
サ
ー
フ
ェ
ス
モ
デ
ル
】

•  地
層
境
界
面
の
サ
ー
フ
ェ
ス
を
作
成

【
ボ
ク
セ
ル
モ
デ
ル
】

•  立
方
体（
空
間
格
子
）の
集
合
体
と

 
し
て
作
成

【
柱
状
体
モ
デ
ル
】

•  ボ
ー
リ
ン
グ
モ
デ
ル
を
メ
ッ
シ
ュ
に

 
拡
張
し
て
作
成

【
パ
ネ
ル
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム
】

•  複
数
の
断
面
線
で
切
り
出
し
た

 
断
面
図
パ
ネ
ル
を
作
成

12



S
T
E
P
 4
：
統
合
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 5
 編

 3
.3

 参
照

▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

【
地
形
モ
デ
ル
･土
質
モ
デ
ル
･構
造
物
モ
デ
ル
】

【
 出
力
】

地
形
は

 L
an

dX
M

L 
1.2
、
構
造
物
は

 IF
C 

2x
3 形
式

※
  La

nd
XM

L 
1.2

 に
準
じ
た

 3
 次
元
設
計
デ
ー
タ

 
交
換
標
準
の
運
用
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
案
）参
照

S
T
E
P
 3
：
構
造
物
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 5
 編

 3
.3

 参
照

【
周
辺
構
造
物
】

【
排
水
施
設
】

【
付
帯
構
造
物
】

•  高
欄
、
防
護
柵
、
舗
装
、
集
水
桝
、 

縁
石
、
舗
装
、
地
覆

【
鉄
筋
】

PC
 橋
、

RC
 下
部
工

•  L
O

D：
40

0 
以
上
か
ら
作
成

• モ
デ
ル
化
範
囲
：
過
密
部
配
筋

 等

主
鉄
筋
･配
力
筋
等
、
種
別
毎
に
着
色
を
変
更

【
 LO

D：
モ
デ
ル
の
詳
細
度
】

10
0：
単
純
形
状
で
位
置
を
示
し
た
モ
デ
ル

20
0：

 構
造
形
式
が
確
認
で
き
る
モ
デ
ル

30
0：

 橋
梁
計
算
結
果
を
基
に
主
構
造
を
モ
デ
ル
化

40
0：

 LO
D3

00
に
加
え
、
接
続
部
構
造
や
配
筋
を
モ
デ
ル
化

 
（
配
筋
モ
デ
ル
は
干
渉
チ
ェ
ッ
ク
を
目
的
と
し
て
作
成
）

50
0：
対
象
の
現
実
の
形
状
を
正
確
に
表
現
し
た
モ
デ
ル

【
 属
性
情
報
の
付
与
】 

※
  ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 5
 編

 1
.4

 参
照

設
計
段
階
で
計
画
さ
れ
た
物
性
情
報
、
施
工
段
階
で
管
理
さ
れ
る
材
料
情
報
、
維
持
管
理
段
階
で
の
活
用
情
報

 等

【
橋
梁（
上
部
工
）】

鋼
橋

 o
r 

PC
 橋

 ▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

2 次
元
平
面
図
･縦
断
図
･横
断
図

• L
O

D：
30

0～
40

0推
奨

• ソ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
で
作
成

【
橋
梁（
下
部
工
）】

 ▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

2 次
元
平
面
図
･縦
断
図
･横
断
図

• L
O

D：
30

0～
40

0推
奨

• ソ
リ
ッ
ド
モ
デ
ル
で
作
成

上
部
工
＋
下
部
工

C
IM
導
入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
 ク
イ
ッ
ク
リ
フ
ァ
レ
ン
ス

橋
梁
編
に
お
け
る

 C
IM

 モ
デ
ル
の
作
成
対
象

地
形
、
構
造
物（
銅
橋
上
部
工
、

PC
 橋
梁
上
部
工
、 

RC
 下
部
工
、
仮
設
構
造
物
）、
地
質
・
土
質

橋
梁
編

第
5編

橋
梁
統
合
モ
デ
ル
の
作
成
フ
ロ
ー

S
T
E
P
 1
：
地
形
モ
デ
ル

※
 ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
第

 5
 編

 1
.3

 参
照

【
地
形
サ
ー
フ
ェ
ス
モ
デ
ル
】

• 測
地
座
標
系
：
世
界
測
地
系
（
測
地
成
果

 2
01

1）
• 投
影
座
標
系
：
平
面
直
角
座
標
系

地
形
は

 T
IN

 サ
ー
フ
ェ
ス
で
作
成

▼
 使
用
す
る
デ
ー
タ

【
国
土
基
盤
地
図
情
報
】

国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
提
供

• 1
0m

 メ
ッ
シ
ュ（
標
高
）←
概
略
設
計

• 5
m

 メ
ッ
シ
ュ（
標
高
）←
予
備
設
計

【
 U

AV
 等
を
用
い
た
公
共
測
量
に
よ
る

 
地
形
デ
ー
タ
】

※
  写
真
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.NET Framework .NET Framework 4.7
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http://www.autodesk.co.jp/free-trials
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CPU の種類 デュアルコア Intel® Core™ 2 または同等の AMD プロセッサ（クアッドコア Intel® Core™ i7、6 コア Intel® Xeon® 以上を強く推奨）。 
レイトレーシング レンダリング機能を使用するには、CPU が SSE 4.1 をサポートしている必要があります。

メモリ 最小で 8 GB の RAM（16 GB 以上を推奨）

表示解像度 1,280 × 720（1,440 × 900 以上を推奨）

ビデオ カード DirectX® 10.1 対応グラフィックス カード、2 GB（以上）のグラフィックス メモリ搭載、8x 以上アンチエイリアシング（8x AA） 
対応。デスクトップ の場合は NVIDIA Quadro® 5000 または 6000、ラップトップの場合は NVIDIA Quadro 2000M または 
GeForce® GT 650M など（最低: DirectX® 10.1 対応グラフィックス カード、1 GB のグラフィックス メモリ搭載、2x 以上アンチ
エイリアシング（2x AA）対応）。
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ポインティング デバイス マイクロソフト社製マウスまたはその互換製品
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CIM / i-Construction に関する情報・マニュアル
http://bim-design.com/infra/iconstruction/
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Construction Collection に関する詳細
https://www.autodesk.co.jp/collections

AEC コレクションに関する購入のお問い合わせ
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